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水と馬一清末までの雲南南部における「盆地国家連合』と『山稜交易国家』ー

稲村務

Water and Horses :“Basin Polities League" and “Mountain Ridge Trade Polities" in 

Southernmost Yunnan before the Republic of China 

Tsutomu INAMURA 

要約

主として紅河州の土司遺跡の調査資料とラオスの調査資料を示した。中国南部を中心に近代国家

以前の政体をこれまでの東南アジアの政体モデルの検討を通じて、特にJ.スコットの所論を基に、

「盆地国家連合Jr山稜交易国家」という理念型でとらえなおした。これまで静態的に捉えられて

きたハニとアカの文化を「切れながら繋がる統治されないための術」と解釈しなおすことを通じ

て両者を架橋する新しい山地民像を提示した。

キーワード:清末雲南省国家盆地国家連合山稜交易国家ノ¥ニ族アカ族ラオス

ゾミア

図 1 本稿の主な地名
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写真 1 紅河州元陽県新街 元陽県を流れる紅河(ソンコイ河)

写真2 ラオス国ノレアンナムター県ロング'fl"[) *ロンク、、の概要については稲村・村上(2014)
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I はじめに

本稿は地理学、歴史学、民俗学、考古学にも応用できる文化人類学分野における東南アジアを

中心とした前近代国家の国家モデルを提示した上で、ハニあるいはアカとして知られる人々が中

華的政体に包摂される過程を検討することで、中華政体の周縁に位置する政体の前近代のあり方

を示すことを目的とする。特に本稿では J・スコットの生態史的な見方を中心としている。この

ことは今後、台湾や琉球を考える上での比較対照をするための基礎を提示することも意図してい

る。また、 2014年9月に訪れたいくつかの土司遺跡の調査報告でもある。

社会人類学者が扱うことのできる「国」は現在から遡ってせいぜい 300年くらいであってほと

んどは考古学者や東洋史学者の守備範囲にある。現在の雲南省における真の意味での考古学と東

洋史の成果である司馬遷の『史記』に記載された「濃J(石棄山遺跡、「濃王之印Jが出士、 BC.

2 C? '"'-')や「昆明J、「西南夷」、「南詔J、「大理Jといった紀元前後から 10世紀以前の政体につ

いては扱わない。通史を書くのならばともかくここでは必要なく、これまでの東洋史・考古学研

究に付け加えることもない。本稿ではアヘン戦争によって中華政体が世界システムに触れる前か

ら近代国家としての中華民国以前、つまり清末までを想定しながら雲南省南部の 2つの政体を

M.ウェーパーのいう意味での「理念型Jとして描き出してみたいのである。なお、中華民国以降

に関しては別稿にすることを考えている。

図2 ムアン(盆地国家)の理念的モデル(左)と山稜交易国家の理念的モデル(右)

写真 1右は中国の紅河州の紅河(ソンコイ河)であり、氾濫原がほとんどないことがわかる。

紅河はベトナムまで急峻な山地を流れ、かつては低地にはタイ族がわずかに住み、ほとんどは山

地に棚田を耕す山地民に占められていた。海抜 1，600'"'-'2，000メートルの元陽では 1990年代の初

め頃ならもともと県城があった新街には山稜に馬智(馬のキャラパン)を見出すこともできた。

写真2はラオスであるが、中国領内のシプソンパンナー(西双版納州)にもまたこうした盆地

があり、支流はそれぞれメコン河に注ぐ。メコン河支流沿いの海抜 500'"'-'700メートルの亜熱帯
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